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大阪大学言語文化学 Vol. 9 2000 

関東大震災と在日亡命ロシア人の運命

ポダルコ，ピョートル・エドアルドヴィチ

This paper focuses on The Great Kanto Earthquake, which 

occurred on Sep. 1st, 1923, and on its influence on the fate of 

Russian emigres in Japan. After the February and October 

Revolutions of 1917, many Russians from different social strata 

came to the Far East to escape from the horrors of the Bolshevik 

regime. Most of them planned to go to America or Europe, but they 

could not fulfill that dream because of financial problems and visa 

restrictions. Those so-called "White Russians" were also unable to 

return to their homeland, and could only rely on good will of the 

international community. The earthquake caused enormous dam-

ages and loss of life, but the measures by the Japanese government 

as well as the foreign aid given then to Japan from all over the world 

finally gave a chance to Russian refugees to leave Japan. 

Many Russians were first sent to Kobe, where they were hosted 

by the foreign community of that city, famous for its "international 

spirit" since the days of the Foreign Settlement of the Meiji Era. The 

"Kobe Foreign Relief Committee" played an important role in 

arranging temporary housing for those Russians who could not 

leave Japan immediately. 

Special attention is paid to the difference between the first and 

second "waves" of Russian emigration to Japan, which were marked 

by the Earthquake. Almost all of the Russians, who outlived the 

disaster, later tried to move to other countries; those who came to 

* The Great Kanto Earthquake and the fate of Russian emigres in Japan 
(PODALKO Petr Eduardovich) 
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220 関東大震災と在日亡命ロシア人の運命

Japan after 1923 mostly stayed there for a while and started "a new 

life in a new place". They were quite different from their 

predecessors, both socially and mentally. The Great Kanto 

Earthquake played an important role in changing the "face" and 

characteristics of the phenomenon of Russian emigration to the 

East. 

The research is based on numerous materials, primarily 

unpublished, including official reports and other papers of the "Old" 

Russian Embassy in Japan, private letters and memoirs of the late 

Dmitrii I. Abrikossow, who served at that time as the last official 

representative of Tsarist Russia in Japan. 

はじめに

1923年9月1日の関東大震災は東京・横浜をはじめとする数多くの都市、村な

どを破壊し、死傷者は13万人を超え、 57万人が住居を奪われた。全損害は1923年

当時の物価にして65億円（当時日本の全財産の10-11%)に上った］）。他界のマスコ

ミはお互いに競争するように、災害の重苦しい記事を載せた。ポズドネーフの地

震直後の著書によれば、マスコミは「大きな都市ばかりでなく、地域全体がなく

なり、海軍や重要な甚金等も消えてしまい」、「日本国はこれからしばらく二流ま

たは三流の国へ低下するはず」などと伝えたらしい叫もちろん、被害は非常に

大きかった。東京と横浜の近辺は、空襲後のような菜色であった。しかし、 1924

年 1月頃になると、既に「100日が経ってからは、東京は復典する気配があり、

•••町は既に復興が感じられる。」と書かれるようになった叫

本研究の目的は、関東大震災の目撃者の証言• その他の査料に基づいて、当時

の在日亡命ロシア人の関東大炭災の経験、それが彼らの運命に与えた影評などを

明らかにすることである。

本研究で利用した主な資料は、以下の通り、三種に分けている。

lJ Ho3AHCeB A-Jlno1tw1: cmpana, uace,ienue, ucmop,u,, no;iwnuKa. M., 1925, c. 334-340. 
zJ I司上、 C.333. 
3) I司上、 C.334. 
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(1) 当時の駐日帝政ロシア大使館（以下、「大使館」または「旧大使館」と呼

ぶ）の通信・報告等鸞

(2) 日本およびヨーロッパで亡命生活を送った帝政ロシアの外交官の書簡。

1917年10月の社会主義革命直後、新しいボリシエビキ政府の外務大臣、 トロッ

キー(L.D. Trotskii, 1879-1940)の1917年11月26日（新暦の12月 9日）付の令によ

り、ソビエト政権を認めなかった元帝政ロシアの外交官は、全員退職させられ

た叫一方、海外諸国で勤めていた外交官たちは、 トロツキーの令に反対し、フ

ランスのパリで集会を行い、元駐ローマロシア大使ミハイル・ギルス (M.N. 

Girs)を議長とする「大使会議」を設立した叫それ以降、この大使会議は、海

外諸国に在住した元帝政ロシア外交官にとり、彼らの活動を一致させるコーディ

ネータ機関になった。駐東京ロシア大使館のスタッフも大使会議との定期的連絡

を維持していた。

本論文で使用された資料の(1)と(2)は、今までほとんど未発表のもので、はじ

めて研究対象になるものである。

(3) 大使館最後の代理大使ドミトリー・アプリコソフが晩年に書いた回想録。

このアプリコソフ (D.I. Abrikossow, 1876-1951)は、モスクワ大学を卒業して

から外務省に就職したいわゆる「キャリア外交官」であった7)。彼の在日職務期

間は、 1913-1914年（駐日ロシア大使館二等書記官）と1916-1925年（最初は一等書

、1921年後半以降は代理大使）の 2回であった。さらに、彼は、日ソ国交樹

立以後、東京(1925-1941年）ならびに神戸(1942-1946年）で亡命生活を送った。

4! Reports of the Russian Diplomatic Representatives in Japan. Infonnation about Russia gathered in 

Japan from Jan. 15th 1924 to Nov. 17th 1926. -Stanford University, Hoover Institution Archives 

(unpublished). 以下に、 Reports... と略称する。本論文に掲載した「報告」、「手紙」、「地報」等

が、全てこの森料の出典である。以下に、注を付ける場合、題目の代りに略称として「0年0月
0日付」だけを宵く。
5)'I CA!)'cauiJemeJLU Mb! 6bU!!l ... nepenuCKa 61>181UUX t;apcKllX OUrlJlOMamoB (193 4-1940). C6ofJ1lU1( 

iJOK)'Atenrnoe e 2-x 1'1wzax. M., MI1A P<D 11 CBP P<I>, 1997, Ku. 2-R, c.389. 

0> 11,J上、 c.386-387.
7)アプリコソフの略歴の出典：'-{CM)'ceuiJerneJLU Mb! 6b!JLU. . . n e/Jel!UCl((l 61,wwux 1iapcKUX 

i!un1wMamoe (1934-1940). C6ofmuK iJol(yMenmoe e 2-x 1'nuzax. M., MI1A P① CBPP①, 1997. 

KHI1ra 2-H, c. 371. 
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1946年11月、彼はアメリカ（カリフォルニア州、そこで死亡）へ移住したが、アメ

リカでも1930年代に書き始めた回想録を書き続けた。現在、この回想録は、大正

• 昭和初期の日本事情を描く貴重な資料の一つである凡

1 . 地震直後のロシア大使館

1923年9月 1日の休日、アブリコソフによると、彼はロシア陸軍武官 M.P. ポ

ッチャーギンからの提案で、日光へ行った。二人は、日光を回りながら、震動を

感じたが、それを軽く見た。翌日の朝の 5時頃、召使いから起こされたアプリコ

ソフは、様子を聞いて、最初の軍車で東京へ出発した。当日、大正天皇も日光に

いたため、電車は宮内庁の貸切りになり、牧野伸顕らが一緒に乗っていた。途中、

両側に崩壊した建物や道路などが見え、橋が落ちた川を渡ることもあった（「まる

で映画俳優かのように、バランスを守りながらレールだけの架け橋を渡った」と

アブリコソフは後に書いた） 9)。普通 3時間かかる東京まで約10時間がかかった。

因みに、この霞車は東京まで走れず、約15キロ手前で止まったので、そこからは

歩き続けるよりほかはなかった。

町を横断するアブリコソフは、至る所で火事が起り、東京が瓦礫の山と化した

のを見た。上野公園も、日比谷公園も難民であふれていた。驚くべきことに、国

会識事堂の近くにあったロシア大使館はほとんど被害を受けていなかった。風向

きが違ったため、周りの火事が移らなかった。石の垣根が崩れたが、建物自体は

ひびや壁の割れ目以外に、大きな問題がなかった。アブリコソフが大使館に到着

する前に、セルギー日本大主教とウラジオストークのミハイル主教をはじめ、避

難所を求める亡命ロシア人の大群集が集まってきた。

当時、日本には約1000人の亡命ロシア人がいた 10)。当時、日ソ国交樹立の 1

年半前であったので、在日ロシア人は皆「亡命者」（後に「白系ロシア人」）の査

s) Abrikossow D.I. Memoirs. Part 1, 2. - Columbia University Archives, NY (Manuscript). この回
想録の一部は、アプリコソフ本人が死亡した後に、アメリカの研究者GeorgeA. Lensenの編集で
出版されることになった。その際、題目がRevelationsof a Russian Diplomat (The Memoirs of 
Dmitrii I. Abrikossow). (Ed. by George A. Lensen, Washington University Press, Seattle, 1964.)に
なった。但し、箪者は末発表の原稿も調べてきたので、ここでは両方を出典として使用した。ま
た、以下にそれぞれを「Abrikossow,...」と「Revelationsof a Russian Diplomat ...」の略称で使
用する。
9) Revelations of a Russian Diplomat, p. 307. 
w) P. ポダルコ著(1998年3月刊）「白系ロシア人 F.D.モロゾフの在日亡命生活の経験について」
「大阪大学言語文化学」第7号、 116-117頁。
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格であった。さらに、駐日ロシア大使館は、亡命者の面倒をみると共に、在日ロ

シア人の代表的な機関であった。

革命前の在日ロシア外交機関は、表1の通りである 11)0 

表 1. 1914年頃の在日ロシア外交機関

地 域 現地の上級機関 他の機関

領事館：

日本本土 東京大使館 横浜、長崎、神戸、

函館、敦賀

領事館：

朝鮮半島 ソウル総領事館 釜山・馬山浦、

消津、元山

遼東半島 大連総領事館

但し、領事館によって、主任担当者は領事か副領事、または代理領事

(Consular Agent)であるか、それぞれ違う場合もあった。例えば、横浜領事館は

総領事館とも言い、敦賀領事館は小さくて領事支部といえるものであった。また、

神戸や函館、更に元山の領事館は、時によって副領事外交官が担当した。ちなみ

に、 1921年までロシア大使を勤めた V.N. クルペンスキー (Krupenskii)は、在東

京外交団の首席であった。

11)出典： Lensen, George A. Russian Diplomatic and Consular Officials in East Asia (1858-1968). 
Tokyo, Sophia University Press, 1968. 
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表2量革命直前および日ソ国交樹立直前の在日ロシア外交官数（概数）

地域

日本本土

朝鮮半島

遼東半島

1916・1917年のスタッフ

20-25人

約5人

約 2人

192,j年末のスタッフ

約6人

約2人

1人

表2からわかるように、革命後旧大使館の閉館直前にはスタッフは三分の一にな

った。 （出典は表 lと同じ）。

大使館のスタッフは、震動が繰り返すと思ったので、危険がなくなるまでの間

中庭に避難者の受付や毛布・布団などを備えて「臨時キャンプ」のような措置を

行ってきた。しかし、朝鮮人・中国人の虐殺の隠や政府が敷いた非常事態等を考

えた上で、外壁が倒れたままの大使館に難民が大勢残ってはいられないので、ス

タッフの皆が拳銃等の武器を用意していつも持参するようにし、さらにアプリコ

ソフは様子を見た上で、公式的に市役所に援助を求めた 12)。市役所から協力を

得た後に、彼はそれについてパリヘも詳しい情報を送った 13)。特に、当局や他

国の外交官の皆が祖国からの援助を受け入れず、帰国も出来なかった亡命ロシア

人に対して常に好意的な態度を守っていたことは、大使館の報告に度々現れ

る叫また、大使館の負担を軽くするために、大使館の日本人職員はしばらく

日本外務省から特別配給食糧を受けることになった。一方、大使館は地震後直ぐ

に日本政府ヘロシアの代表として哀悼• お礼などを表した 15)0 

フランスのパリに在住した大使会識のギルス議長に宛てた1923年 9月6日付の

電報の中で、アプリコソフは、「巨大な災害があり、東京の三分の一と横浜の全

体が瓦礫と化して…大使館は破損したが使命を果たしています。スタッフは無事

です。横浜領事館は崩壊し、軽傷を負った領事と書記官が港にある船に助けられ

ている。居留するロシア人のなかの死偽者の数を調べているところです」という

最初の報告を書いた。 9月10日に、ギルスからは「死を免れた皆さま、心よりお

めでとう御座います。死偽者に対して哀悼の意を表します」という返事が届い

lZl Revelatimis of a Russian Diplomat, p. 309-310. 
13) 1923年9月10日付の報告。
14)作］上；1924年1月12日付の報告など。
lS) 1923年9月10日付の報告。
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た 16)。

鉄道が復旧した後、大使館の職員が主教と共に横浜へ行き、そこで死亡した同

国人へのパニヒダ（追悼祈俄式）を行った。隣接した在横浜ロシア領事館とアメリ

カ領事館は崩壊した。アメリカとフランスの領事が死亡し、ロシアのヴィルム

(A. K. Vilm)領事輝躙を受けた。中間的なデータによれば、外国人の死者総数

は150人以上であり、その中には15人のロシア人も含まれている。後に、ロシア

人の死像者は約60人に上った 17)。地震匝後、 10月23日にロシア大使館で発行さ

れた死者の名節は、男性18名、女性28名、さらに子供16名を含んでいる。その内、

帝政ロシアの人口比を反映して、「ロシア人」（正教または他のキリスト派）らし

い名前を持つ者約35名、タタール人をはじめ「回教」の名前を持つ者約10名、次

にユダヤ系およびドイツ系の名前を持つ者約15名、フィンランド人の 1名などが

入っている（参考：付属資料1)。また、同日に発行された身体障害者になったロ

シア人の名簿は、横浜のヴィルム総領事をはじめ、 5名を含む（参考：付属資

料 2)。

2. 日本政府および居留外国人コミュニティの対策

地震直後、アメリカの大使館は、東京の中心にある帝国ホテルを借りて、そこ

に難民・被害者にかんする情報センターを設置した。また、ホテルでは外国人の

ために、国籍を問わず昼食を出していた。多くのロシア人は、それを「大統領の

勘定」（大統領のおごり）といいながら、そこへ食事に通った 18)。

政府の特別令によって、震災直前に関東に在住した外国人は、出来る限り早く

日本を去るか、安全な地域へ移住させるという政策がとられた。特に、婦国や海

外移住が出来なかったロシア人は、日本国内に移住する他なくなった。そのため

移住地は、以前から外国人居留地や様々な外国人向けの施設があった神戸を中心

とする関西になった 19)。その実現のために、日本の港にいたすべての汽船が動

員され、（例えば、日本海軍の水雷艇は、横浜・神戸間の運航を毎日 2便行った）、

16)原文はロシア語で、ラテン語文字で瞥いた。

17)筆者が、上記の Reports... で見付けた最後の発行年月日を持つ避難者の確認粛は、付属森料3
に挙げた。

IS) Revelations of a Russian Diplomat, p. 311. 
!9) 1923年9月10日付の報告。
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総計400人以上を運んだ20)。また、外国人が経営する様々な会社、教育機関（例

えば、有名なクリスチャンカレッジであるセント・ジョーセフ国際学校）や他の組

織が横浜から神戸に移り、以後もしばらくそこに留まった。

神戸では、地震の情報が届いた時、ただちに居留外国人による「神戸外国人援

助委員会」 (KobeForeign Relief Committee)が設立され、そして「亡命ロシア人

向け援助小委員会」 (Sub-Committeefor Relief of Russian Refugees)も出来た。

その会長には、現地の英国商社の DavidH. Jamesが選ばれた 21)。小委員会は、

亡命者の受付．臨時宿泊• 寄附の集金とその使用などを担当することになり、約

400人の受け入れ可能な措置をとった 22)0 

日本外務省は、最初から出国許可書やその他の必要な書類を提供し始め、ロシ

ア大使館への特別の事情説明書を発行した。その中で、東京・横浜の食税不足危

機や失業、他の諸問題について書いた上で、将来も亡命者の状況が悪化する恐れ

があるとし、彼らにとってそれを避けるために最も良い方法は日本を去ることで

あると記し大使館の協力を求めた 23)。

当時、在神戸ロシア領事館には領事等のスタッフがいなかったため、大使館は

横浜領事館の書記官ボロフスキー (P.P. Borovskii)と陸軍武官補佐官オシポフ

(Ossipov)を派遣し、後に東京へ戻ったオシポフの代りに在釜山領事スコロドゥ

ーモフ (V.A. Skorodumov)が来日した 24)。彼らの主要な任務は、亡命者を出来

る限り日本から海外へ送り出すことであった。当局も、大勢の外国人を日本から

去らせるという狙いがあり、その実現が早ければ早いほど好ましかった。そのた

めに、ロシア大使館および陸軍武官が出した 3万円に加えて、「神戸外国人援助

委員会」から 3万円、日本の慈善組織から 2万円、さらに兵庫県知事からも 2万

円の寄付が集まってきた 25)。その使用は、ロシア大使館の資金を除いて、上記

ZO) 1924年1月24日付の報告。 Williams,Harold S. The Kobe Club. Kobe Club, 1975, p. 37-39. 
21)アプリコソフは、この DavidH. Jamesを「CaptainJames」と呼ぶ(1924年1月24日付の報告）。
このジェイムスは、 1884年（当時3歳）頃、両親と共に来日したが、日本以外に中国、満州、その
他の極東の諸国で活躍した。商社をはじめ、新聞記者・特派員などを勤め、日露戦争にも参加す
ることがあった。 1925年頃、神戸居留外国人社会は、関東大震災後のジェイムスの活動・個人貢
献等を高評し、彼を "KobeRegatta & Athletic Club"の総裁として選んだ。
22) Williams, Harold S. The First Hundred Years of Kobe Regatta & Athletic Club. 1970, p. 41-42. 
23) 1923年9月10日付の報告。
勾） 1924年1月24日付の報告。
25)同上。当時 1円=0,8米ドル。
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の小委員会の監督下にあった26)。ところで、亡命者の日本国内の移動は無料に

なり、政府によって彼らは小額の損害賠償を得るまでになった 27)0 

3. 国外への亡命者の移住

アメリカやフランス、さらに他の西欧諸国への入国査証（ビザ）の規制も一時的

に弱まり、日本を去ることを望んでいたロシア人にチャンスが訪れた。例えば、

横浜在留の50人のロシア人は、フランスの汽船「アンドレ・レボン」に乗船し、

そのままフランスヘ行く気であった。しかし、神戸までは無料だが、それから先

は有料であるという返事を受けた大使館は、クロデール大使（フランス）に特別の

申請書を送り、結局、支払が出来た何人かだけがビザを得た28)。さらに、ロシ

ア難民が日本政府から強制的にハルビンか上海へ追放される恐れもあったため、

アプリコソフはアメリカ大使館との話し合いを行い、移民割当数等の制限に関す

る特別優先権を求めた。亡命者の大部分はアメリカヘの移民を希望したが、当時

のロシア国籍（在日ロシア人ばかりでなく）外国人に対する移民割当数は月に約

185人であった。一方、アプリコソフが望んだのは、約200人を無料でアメリカへ

送ることであった。アメリカ政府に圧力をかけるため、日本外務省の知人にも協

力を求めた 29)0 

4. 「第一波」の亡命ロシア人

1917年の 2月革命と同年の10月革命後に来日したロシア人の大多数は、いわゆ

る「偶発的に来日した人々」であった。日本に定住することを考えず、異文化・

異郷における生活や仕事の経験も持っていなかった彼らは、革命の脅威を感じな

がらも「遠い将来」の計画を立てることができなかった。大混乱に陥って、住み

恨れた場所を立ち去らざるを得なかった彼らは、異郷において途方に器れた。そ

の人々の中には、帝政ロシアの地方官僚や、小役人、退役将校、貴族30)、さら

ZG) 1924年 1月24日付の報告。

2?) 1923年9月IOB付の報告。
28)同上。

zg) 1923年9月10日付の報告； 1923年8月31日及び1924年7月25日付の報告。

30)例えば、臨時政府の最初の首相、リヴォフ公爵(G.N. Lvov)が1918年に来日し、その他の帝政

ロシアのエリートの代表者もしばらく滞在していた。
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にシベリア各地域の政府の大臣や官吏、それに一般市民などがいた。財産の全部

を捨てたの上、祖国から命からがら逃げた彼らは、やっと日本にたどりついたが、

金銭的な問題をはじめ、他国への入国ビザ等の問題により日本にしばらく残らざ

るをえなかった。皆が「古き良き過去」の夢にあふれてそのまま住み続けながら、

将来についての最低限の希望はアメリカかヨーロッパヘ行くことだった。そのた

めに日本に根を下ろすことができず、日本社会に受容されることもなかった31)0 

しかし、地震復興のための国際的援助によって、彼らにチャンスが再び現れた。

地震は、無事に生き残った亡命者の大部分には、自分の「脱走」を続けるための

動因となった、といっても過言ではなかろう。

特に、亡命生活に伴う困苦で疲れ果てた彼らには、道徳の低下がしばしば見ら

れた。例えば、パニックが少し落ちついた時に、町にいたるところにシャベルを

持つロシア人の姿が見えたという。あるロシア人（とりわけ、一時的に長崎に住

んでいた有名なコサック中将グリゴリー・セミョーノフの一味）が、金銭や高価

な所持品をたくさん持っていたが、日本の銀行に対する信用不信のため、そのす

べてを自宅で保管したと言うような噂もあった。また、略奪に似た「金鉱探し」

が横行し、しかも彼らが侮晩大使館へ宿泊のために帰ったため、外交官と他の難

民に非常に迷惑をかけていた 32)0 

亡命者社会によくみられるような不穏な雰囲気が当時の在日ロシア人の間にも

みなぎっていた。たとえば、日本発の汽船の切符を無料で取得したにもかかわら

ず、それを勝手に高く売ったり、座席や部屋のクラスに関する自分の不満やわが

ままを外国人委員会の代表者にぶつけたり、わがままな意見を出す人も少なくな

かった 33)。ある女性が切符を売って化粧品を買ったが、再び新しい切符を求め

て断られた場合に、相手に「紳士らしくない」というような文句を言った。別の

人はメキシコヘの途中に、ハルビンにも寄りたくなり、そしてハルビンまでも無

料で行きたがった。神戸の小委員会のジェイムス会長が、後に大使館へその全て

について報告した 3,1)。

結局、神戸の小委員会とロシア大使館の努力によって、新定住地を求めた約

300人の亡命者のうち250人以上を日本から送り出せることになった。その大多数

31> Abrikossow, Part 2, p. 72. 
32) Revelations of a Russian Dip/011叫， p.310-3111. 
33) Abrikossow, Part 2, p. 71—72. 
3•> Revelations of a Russian Diplomat, p. 311-312. 
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はアメリカヘ行き、アメリカ入国許可を受けなかった人は隣のメキシコやカナダ

へ向かい、さらに約30人がヨーロッパヘ向かった 35)。その当時は、ソビエト政

府のプロパガンダに対する戦いも続いていた。例えば、地震直前に ROSTA36lの

代表者として来日したヴォズネセンスキー (Voznesenskii、元帝国外務省職員）は、

神戸外国人援助委員会のメンバーとなり、その場で亡命者にロシアヘ帰るように

梢極的に勧めていた。しかし、彼の活動は他の会員からの支持を受けられず、委

員会の最終報告によると、ウラジオストークヘ婦る希望を表明したものは1人だ

けであった 37)0 

ロシア大使館の記録によると、関東大震災を体験したロシア人は、なるべく日

本を去ろうと試みた38)。彼らを来日した亡命ロシア人の「第一波」とすれば、

関東大震災は、旧帝政ロシアから日本へ向かう「亡命」という現象の境界となっ

たと言っても良いだろう。

5. 「第二波」の亡命ロシア人

1923年以降もロシア人は日本に住んでいた。しかし、その後日本を定住地とし

て選んだ亡命者は、ほとんど震災後に来た者ばかりで、彼らの階層構成もまた変

化した。その中の大部分は、「第一波」と異なり、庶民階級出身者が多く、その

一部はシベリアに住んでいた農民、小売店主や行商人、更にコルチャック提督の

もとで白軍で兵役を勤めた兵隊やコサック等、つまり物事を現実的に考えた人々

であった39)。彼らは、「第一波」の亡命者と違って、ロシアから直接日本に来る

のではなく、「第三国経由」という方法を選び、来日前に既に中国やアメリカな

どの他国で亡命生活を経験していた。ゆえに、この「第二波」の亡命者は、異郷

への順応やそれに伴う諸問題についてもある程度準備を済ませていた。その結果、

普通ある「新入りのよそ者」と「この土地」の人間の間にある壁があまり感じな

かった。ちなみに、日本在住中にもっとも成功をおさめ、日本人にも認められた

洋菓子メーカーのモロゾフ、ゴンチャロフ、野球選手のスタルヒンの家族、さら

35) 1924年 1月12日付の報告。大使館が提供した資金のほとんど全部は、ヨーロッパヘ向かった亡

命者の交通費のために尽きた。

36)ロシア通信社(1918-1935)の略称。

37) 1923年11月9日付及ぴ1924年1月12日付の報告。

33) 1924年1月12日付の報告。

39) Abrikossow, Part 2, p. 72. 
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に芸術家のレオ・シロタなどが、この「第二波」の亡命ロシア人である。また、

彼らの大部分は、「第一波」の難民と違って、来日する目的は、革命の恐怖から

「命を守る」ことではなく、「商売」（ビジネス）を狙うことであった。この中国か

ら来たロシア人は、西欧化への道に立ったばかりの当時の日本社会の需要を理解

し、先ず布地・洋服などの行商者として活躍し、更にロシア料理店などにも成功

した40)。大正・昭和前期の日本は、まだ伝統に厳しい国であり、職業・専門の

すべては普通息子が父親を相続した。人々の生活はほとんどすべてあらかじめ決

まったパターンにしたがっていた。西欧化の波が全く届かない地域がまだたくさ

んあり、そこに暮らす人々は何百年前と同じように現地にある店しか知らず、そ

こにある物ばかり買って満足するという状態であった。ところが、「外国人商人」

に出会うようになった彼らは、「外国製品」といわれればどんなにつまらない物

であっても買うようなものもでてきた。例えば、銅製の時計を「金製」であると

して売ったり、詐欺を行ったりする行商者の数も増えてきた。正直をモットーに

する行商者であっても、商売の利益は鷲くほど大きかったので、そのうち何人も

がすみやかに大きな富を築いた 41)。

若いロシア人たちは、日本の会社または既に日本に根を下ろした亡命者たち

（第一波の一部）に呼ばれて、ハルビンや上海から特別な商売をするために日本に

来る場合があった。彼らにとって、このような行商で生計を立てることは、全く

珍しいものではなかった。なぜならば、 1920年代前半、上海をはじめ、中国の各

地域に住んでいた白系ロシア人のうちでは、「羅紗売り」や「行商小売り」が最

も人気の高い職業であったからである 42)。特に、日本では、中国国内の状況と

比較すれば、「紅搬子」（強盗団）による盗難や身代金目当ての人の略奪等が全く

なく、その他の危険もほとんどなかった。当時、日本の警察や現地の行政機関は

外国人に好意的態度をとっていたという 43)。地震後の日本は、様々な分野で

「復興」または「近代化」を求めて、国内市場に貢献する見込みのあった外国人

を、入国手続きの面でもその他の面でも好遇した。たとえば、以前には厳しい

「現金提示制度」 (1920年2月17日以降、国籍を問わず来日する外国人は入国時に

1人当たり 1500円持っていなければならないという法規が実施されていた）があ

4o) Abrikossow, Part 2, p. 93-94. 
-ll)同上； 1924年1月12日付の報告。
42) E恥 aKIHHHn.n. <Pww1, e Kumae. T.1-2, CaH-<!)paHQHrno, 1958-59 rr. T. !, c. 330. 
43) Abrikossow, Part 2, p. 94-95. 



ポダルコ， ピョートル・エドアルドヴィチ 231 

った。しかし、この「日本出稼ぎ」のロシア人の場合には、日本に住んでいる身

元保証人さえいれば、お金が足りなくても普通入国できたという 44)。ところが、

ロシア大使館は最初から彼らの事件に巻き込まれないような対策をとった。自分

の意志で来日した彼らは、外交官の目からは「真の難民」ではなかったからであ

る45)0 

6. 関東大震災後のロシア正教社会

地震は、東京・横浜における正教社会にも大きな損害を与えた。明治時代から

東京の名所の一つであった有名な「ニコライ堂」等の建物がほとんど崩れ、日本

人の信徒達がセルギー大主教らの面倒をみることになった。ほぽ同時にニコライ

堂の再建のための寄付集めがなされ、亡命者だけの力が足りないので、セルギー

がハルビンなどへも通った46)。1927年末までに約10万円を集めた。そして、

1929年11月に、新教会の献堂式が行われ、当時の在日白系ロシア人がほとんど全

員が出席し、ハルビンのネストル大主教やユヴェナーリーまでも賓客が多かっ

た叫ニコライ堂の迅速な復典は亡命者の精神的なささえとしての意味が大き

かった。多くのロシア人が教会の合唱団に無料で活躍し、「教会献金」や「学校

献金」を行い、さらに慈善コンサートを行うまでにもなった。彼らは、復興が始

まったばかりの横浜でも色々な催しを行った。それはたいてい、大講堂をもった

横浜グランドホテルの舞台で行われた。特に、横浜には諸外国からの外交団も存

在し、そのメンバーにより、たいてい満席になった 48)。難民の精神状態を落ち

着かせるために、 1924年からハルビンや上海からのロシア人歌手・芸能人が来日

公演を行った。

4-•J HayMoB B.M. !11ou 6ocn0Mww.uw1. Ca.11-<Ppamwばo,1975. 以下に、 Mou6ocn0Atn11anwiに略
称する。

・15) 1924年1月12日付のギルス宛ての大使館の報告。

また、 ITo,llaAKOIT.3. 著lljJeonpunuAta.me;ibcKa凡 oemne几blWCmbpyccK11X 3Muzp011mo6 6 Jlnouuu 
e 1920-30-x u. ー「スラヴィアーナl13号 (1998年刊）も参考になる。
46> Mou 6ocn0Mww11w1, c. 50.; Abrikossow, Part 2, p. 93—94. 
47) l¥1ou 60cnOAt1l1WllU凡， C.50. 
48)当時、横浜の外交団のうち、多数の外交官はロシア人の要を持ち、それもある程度ロシア人社

会に良い効果を表した。一 Mou60cn0Mu11a11wi, c. 52-53. 
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7. 関東大震災による日ソ国交樹立の延期

関東大震災がもたらしたもう一つの思いがけない政治的な影評は、日ソ国交樹

立の延期である。北京で行われた非公式の日ソ交渉では、その事前準備や必要な

条件の、ほとんどすべてが1923年夏末までに整い 49)、公式の手続きが残ってい

るにすぎなかったが、日本政府は大規模な災害とそれに続いた復興のため、大連

と長春、両会議で達した中間結果をさらに発展させる気を失くし、日ソ国交樹立

の実現が一時的にその重要性を失った。それどころか、日本政府は、ソ連側が提

案した援助も、イデオロギー色が強かったため、拒否した 50)。そのために、旧

帝政ロシア大使館は約18ヶ月延命することとなった。

1924年末、日本全権駐北京大使芳沢謙吉は、ソヴィエト全権公使レフ・カラハ

ン(Karakhan)と会見し、二国間交渉を再開し、 1925年 1月20日に日ソ国交樹立

条約を結ぶことになった。その直後、 1925年2月15日にアプリコソフは旧大使館

を閉館した51)。彼は、帝政ロシア最後の公式代表者として白系亡命者に対する

面倒をみた上で、 1924年末以降、亡命ロシア人の地位や日本政府の彼らに対する

態度・対策などについての話合いを行った。とりわけ、地震による旧大使館の延

命は、その話合いのために「時間稼ぎ」になり、決定的なことになったとも

るだろう。

その結果、幣原外務大臣との最後の会見で、アブリコソフは、「無国籍」身分

になった亡命者が、政治的活動を避ける限り日本当局により守られることになる

という約束をえた。これ以降、日本におけるロシア人は、今度来る「ソビエト

人」と「無国籍亡命ロシア人」（白系ロシア人）の二つのグループに分けられるよ

うになった。

8. おわりに

関東大震災までに来日したロシア人は、亡命生活の経験をもっていなかった。

彼らは、日本に定住することも考えず、アメリカやヨーロッパヘ行くことだけを

願ったが、金銭的困難等の問題によって、日本にしばらく残らざるをえなかった。

49) 1923年7月20日付の密地； 1923年11月3日付の報告など。
50) 1923年9月28日付の報告。
51) Revelat畑1sof a RHssian Diplomat, p. 320. 
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しかし、震災後の日本政府の政策や国際的援助によって、彼らはまず、関東地域

から安全な神戸へ移住させられたが、最終的には、神戸の外国人援助委員会と旧

ロシア大使館の共同の努力によって、何百人かを日本から送り出すことができた。

その後日本を定住地として選んだ亡命者は、殆ど震災後に来た者ばかりで、こ

の「第二波」のロシア人は、社会的・精神的に「第一波」と異なる人たちであっ

た。また、彼らの半分以上は、来日前に既に他国で亡命生活を経験していた。

つまり、関東大震災は、数年間にわたって日本に居留する外国人の分布図を変

えるとともに、来日ロシア人社会の「イメージ」をはじめ、その社会階層や職業

分野にも影評を与えたのである。

付属資料

以下の 1-3の賽料は、筆者が1999年度のアメリカのスタンフォード大学付属

フーバー文書館で取材を行った時に発見した関東大震災と亡命ロシア人に関する

賽料の一部である。文章のスタイル・名前の書き方等は、原文のままである。

1. 関東大露災のときに死亡したまたは行方不明となったロシア人の名簿：

1 . A6paxMaHoBa励 611XaBepアフラフマーノワ、ビビ・ハヴェル

2 A6p . axMaHOBa PaM3eJI 1-AeTH. アフフフマーノワ、ラムゼヤ 1歳

3. Ara中ypoBHapeMHH 3apeMHHOB卵

アガフーロフ、ナレヂン・ザレヂノヴィチ

4. Ara中ypoBaCo<p訊 I1cAaMOBaアガフーロワ、ソフイヤ・イスラーモワ

5. A11TOB IllayKaT 1-AeTH. アイトフ、シャウカト、 1歳

6. A仰HaCbeBaAap11ca I'aBpHAOBHa 

アファナーセワ、ラリサ・ガプリロヴナ

7. A仰Hae恥 BaHaTaA皿 10-AeTH.アファナーセワ、ナタリヤ、 10歳

8 . EeprMaH, ,11;eT11 - AHTOHHHaベルグマン家、子供：ーアントニーナ

9. - Bepa ーヴェーラ

10. 

11. 

- Pa11ca ーライーサ

-AeoHHA ーレオニード

（ベルグマン家の墓は、神戸の外国人墓地にある一箪者注）
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12. EAOHCK呻 I1BaH麻 OBAeBH叫ll,p.ブロンスキー、イワン・ヤコヴレヴィチ

13. EAoHrnaJI TaTh月HaBH}"IKa rypKO OcMOAbJIHeHI<O 

プロンスカヤ、タチアナ （グルコ・オスモリャネンコの女孫）

14. EoKcep Pax11Ab I1AhHH皿 Haボクセル、ラヒル・イリニチナ

15. EoKcep MaTBe社 11Mee. ボクセル、マトヴェイ 11ヶ月

16. EychirHH M11xaHA Mttxa恥 OB皿

ブスイーギン、ミハイル・ミハイロヴィチ

17. EychirHHa BapBapa AAeKcaH,11;poBHa 

ブスイーギナ、ワルワラ・アレクサンドロプナ

18. BaraHoBa枷 611Xa,11;11raワガノワ、ビビ・ハヂガ

19. BaraHoBa Xay3皿 X11aAI1TAHHOBHaワガノワ、ハウジャ・ヒアリヂノヴナ

20. BaraHoB AxMeT月COBe社ワガノフ、アフメト・ヤソヴェイ

21. BaHwTettH AAeKcaHAP Hoc叫OB皿

ワンステイン、アレクサンドル・イオシフォヴィチ

22. Bam11T叫 HCo<p訊 l1eTpOBHaワンステイン、ソフィヤ・ペトロプナ

23. BmrnQK雌 B入a411M11pE仰 MOB皿

ビニッキー、ウラジミル・エフィモヴィチ

24. BAaCheBCK⑬ BaAeHTHHa AAeKcaH,11;poBHa 

ヴラーセフスカヤ、ワレンチーナ・アレクサンドロプナ

25. B八acheBCK皿 3o只 11-AeTH. ヴラーセフスカヤ、ゾヤ 11歳

26. ra中apoBaMap11aM 1 ro,11; ガファロワ、マリアム 1歳

27. rop,11;0H K入apaEop11coBHaゴルドン、クラーラ・ボリソプナ

28. fyCTap11Ha Map研 ;'J;M11Tp11eBHaグスターリナ、マリヤ・ドミトリエブナ

29. ;J;oBroAeBH'I Map研 Bac11AheBHa

ドブゴェーヴィチ、マリヤ・ワシリエブナ

30. 3eMA只KOBBAa411M11p I1BaHOBH'I - yMep 11 noxopoHeH B Ko6e 

ゼムリャコフ、ウラジミル （神戸に死亡、埋葬した）。

31. KaQHeHKO MaprapttTa 13 AeTカツイエンコ、マルガリタ 13歳

32. Kp11Bo4yweBa - noB11411MoMy, IIP砒 3JKa月．氷HAaB HaTop11 OTeAb. 

クリヴォヅーセワ、

ー恐らく、新入り（外来者）で、ナトリ・ホテルデ宿泊した

33. Kp11Bo4yweBa - MaAeHbKa只 ,ll;eBO邪 aクリヴォヅーセワ、幼い娘
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34. KypAHHACKaJI①p叩 a クルリャンドスカヤ、フリーダ

35. AeAep H皿 aI1皿HOBHaレーデル、ニナ・イワノプナ

36. AhICOBa Map皿ルイーソワ、マリナ

37. 06eAHHA屈 KeenH皿叫opoB皿

オベージン、アレクセイ・ニキフォロヴィチ

38. OpAeAAH apTHCTオルデッリ 俳優

39. HaBAem,o I1BaH H11KoAaeB卵ー apTHCT

パヴレンコ、イワン・ニコラエヴィチ 俳優

40. Happe AeB AAeKcaHAPOB卵ー仰HA月HACK雌 rpaJK俎 HHH

パッレ、レフ・アレクサンドロヴィチ：フィンランド国籍

41. I111B0Bap0B AHApe社ピヴォヴァーロフ、アンドレイ

42. I1mrnpoBHHK I1BaH I1BaHOB叩 12AeT 

ポピロプニク、イワン・イワノヴィチ 12歳

43. I1p03opoBrn⑬ CycaHHa <l>eAopoBHa 

プロゾロフスカヤ、スサンナ・フョドロプナ

44. I1TH1¥bIHa Bepa① H.l¥HfIIIOBHaプチーツィナ、ヴェラ・フィリッポブナ

45. PyrnHルーシン

46. PyrnHaルーシナ

47. P叩 HHI<Co<p訊 CeMeHOBHaルイードニク、ソフイヤ・セミョノプナ

48. CBHAeprn碑 ABBaKyMABBaKyMoB叩

スヴィデルスキー、アッヴァクム・アッヴァクモヴィチ

49. Cep1・eeBa EAeHa <l>eAopOBHaセルゲーワ、エリナ・フョドロプナ

50. CepreeBa EAeHa HHKOAaeBHaセルゲーワ、エレナ・ニコラエプナ

51. Cepe6peHHHKOBaセレプレンニコワ

52. Pe6eHOK子供

53. pe6eHOK子供

54. CoKOAhHHKOB HttKOAa社flaBAOBH'I

ソコリニコフ、ニコライ・パヴロヴィチ

55. C TY暉 HCK皿ストウチンスキ

56. Cypa•reB スラーチェフ

57. Cypa•reBa スラーチェワ

58. ToAcTaJI-MHAOCAaBcKaJI Tan, 月HaMttxa恥 OBHa
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トルスタヤ・ミロスラフスカヤ、タチアナ・ミハイロブナ

59. YpBaH11eB <l>eAOT CTenaHoB皿

ウルワンツェフ、フェドト・ステパノヴィチ

60. XpelllaTHJlKHH AAeKce社 13ACTフレシャチッキー、アレクセイ、 13歳

61. llepB研 HCK邸 EBreH皿 Hoc叫 OBHa

チェルヴリャンスカヤ、エヴゲニャ・イオシフォブナ

62. illHTHKOBa TaMapa AAeKcaHAPOBHa 

シチコワ、タマラ・アレクサンドロプナ

総数 62人（その内：男性ー 18人、 女性ー 28人、 子供ー 16人）

この名簿では、タタール人をはじめ「回教」の名前を持つ者9名 (NQNQ1-5, 

18-20, 26)、次にユダヤ系およびドイツ系の名前を持つ者約15名 (NQ沌 8-11,

14-15, 21-23, 27, 29, 34-35, 47, 61)、フィンランド人の 1名 (NQ45)、その

他に「ロシア人」（正教または他のキリスト派）らしい名前を持つ者約35名が入っ

ている。また、 NQNQ52-53の名前は不明である。

2. 1923年9月1日の地震の時に身体傷害者になったロシア人の名簿：

1 . BaraHoBa <J)aTHMa -patteHa B roAoByワガノワ、ファチマ ー頭の傷

2. BHAhM ApTyp KapAOBH'I - noBpeホ,11,ettanpaBa月 pyKa

ヴィルム、アルツル・カッロヴィチ ー右手の傷

3 . BAacheBcK雌 AeB<DHAHnnheB皿ー patteHaHora 

ヴラセフスキー、レフ・フィリッポヴィチ ー足傷

4. Illep A叩皿EopHCOBHa-CAO.Matta Horaセル、リヂヤ・ボリソプナ

一足骨折

5 . IJll!CTOBCKa月ー CAOMaHaHora. シストフスカヤ ー足骨折

総数 5人（その内：男性ー 2人、女性ー 3人；回教の名前を持つ者 1名

澤 1)、 ドイツ系の名前を持つ者2名 (N2N22, 4)、ロシア人らしい名前を持つ者

2名 (N2N23, 5)が入る）
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(1)と(2)の名侮はどちらも、駐日ロシア大使館の作成 (1923年10月23日付）。

民族の区別は、筆者の推測によるものである。

3. CnpaBKa 

p OCCHHCKOe rIOCOAbCTBO B TOKHO 

20 AeKa6p>I 1923 r. 

N2 329. B KaHQeM1pmo CTaprnero ,41111AoMaT11qecKoro 

Ilpe4cTaB11TeM1 B Ilapm1,e. 

Cch1入a月CbHa OTHOllieH11e OT 3 HO>I6p>I c.r. 3a NQ 953 IlocOAbCTBO HMeeT 

如 CTb yseAOMl1Tb,'!TO reHepaA ,4aHHAOB BO speM月 3eMAeTp只ceH皿

npo叩 rnaAHe B I1oRoraMe, a B OKpecTHOC訊 X TOKHO 11 OCTaAC只叩11B,HO 

cnycT月 ABa Mee皿 a IlOCAe 3eMAeTp>IceH畑， a 11MeHHO 30 MHHYBillero 

HoH6pH CKOHqaJI.CH OT pa3pb!Ba cepAQa. 

Ilp 6 HAO)l{eHHOe K OTHOllieHmo IIHCbMO bIAO nepe邸 HOB/J,OBe Il0KOl1-

Horo. 

YnpaBA只!Olll呻 IIOCOAbCTBOM: ,4.I1.A6pm<OCOB. 

確認書（翻訳）

在パリ主任外交官事務所御中 在東京露西亜大使館

1923年12月20日

NQ329 

本年11月3日付婦953の御依頼書に関して、ダニーロフ将軍が地震の時に横

浜ではなく、東京の近郊に住んでおり、本人は無事に生き残ったが、 2ヶ月後の

11月30日に心臓破裂で死亡したことを通知致します。追加の手紙が将軍の未亡人

に渡されました。

大使館の管理人 D.I. アプリコソフ（サイン）




